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研究成果の概要（和文）：漢字字形データベースの運用、対外的な公開およびデータの追加収録

を行った。国際文字コード規格等で規定される全 9 万漢字・異体字を含む 31 万種の字形を収

録するまでに至った。登録字形データを動的に呼び出し表示するための機能を構築し、様々な

漢字・異体字を含む Web ドキュメントを容易に作成できることとなった。登録されている大量

の異体字を利用時に弁別するための基礎データとなる「漢字異体化データベース」をまとめた。 

 
研究成果の概要（英文）：I operated, published and added data of a Kanji-shaped database. 

The number of records of the database led to up to 310,000, including 90,000 kanjis and its 

variants defined by the international character code standard. I built a function to call 

dynamically display of registration shaped data, it can easily create a web documents that 

contain variety of Kanji variants. I published "Kanji variation database" which can be a 

basic data for discrimination when using a large number of Kanji variants in the database. 
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１．研究開始当初の背景 

 コンピュータ上での文字（漢字）処理は文
字コードによって規定されており、日本国内
では 1978年に制定された JIS X 0208規格が
その後改訂を重ねながら 10 数年にわたって
利用されてきた。だがコンピュータの普及・
利用機会の増加により、当規格で規定される
文字集合の範疇では足りない漢字の処理と
いう問題が生じた。これに対しユーザー定義
文字（外字）の利用によって解決することも

あった一方、外字は情報交換を阻害する要因
ともなり、近年のインターネット普及により
実質的に外字の利用が難しくなった。 

 この問題に対していくつかのアプローチ
が提案・実用化された。ネットワーク上の閉
じたコンピュータ同士で外字データを共有
するアプローチや、工業規格とは別の私的な
漢字集合を規定しフォントを販売・配布する
アプローチが挙げられるが、工業規格（文字
コード）に準拠して情報交換が保証され、か
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つ、だれでも利用できる汎用的な解決法は出
現しなかった。その後国際標準文字コード規
格 ISO/IEC 10646（および当規格に相当する
Unicode）が制定され、その後の拡張により
７万字におよぶ漢字集合が収録されたため、
「コンピュータで扱える漢字が足りない」と
いう問題の多くは解消された。 

 ところが漢字は７万種類でも足りること
はなく、人名などの細かい差異で区別が必要
な異体字処理や、古典に見られる漢字や国字、
学者によって字形解釈の異なる古代文字の
扱いなど、文字コードの拡張では解決のでき
ないコンピュータ上の漢字処理が問題とな
っている。このことは電子戸籍処理には法務
省が独自に制定する文字コードが利用され
ていることや、電子出版・DTP の業界では人
名や旧字体の印刷に適したメーカー独自の
文字コードが普及している現状からも明白
である。また大規模漢字コードの制定に対し
て実際に人が文字として利用するためには
フォントが必要であるが、現状ではすべての
漢字を収録するフォントは日本には存在し
ないため、中国・台湾で制作された日本人に
とってやや不自然なデザインのフォントを
利用せざるを得ない。 

 あらゆる漢字を扱うための多漢字環境・漢
字データベースの構築の関連研究として、国
際的にも評価の高い「HNG 漢字字体データ
ベース」の存在が知られているが、収集対象
は写本や印刻本等に限定され、またデータを
フォントとして利用することはできず、あく
まで字形レコードを蓄積することが主眼と
なっている。また台湾の中央研究院において
も古典籍の漢字を幅広く収録したデータベ
ース・フォント集合である「漢字庫」が構築
されているが、文字収集には当該機関の主観
による採録基準が設けられているため、すべ
ての文字を収録できるということではない。
このほかに XML での利用を想定した、あら
ゆる文字・記号を登録する国際グリフ登記簿
の運用を規定する国際標準 ISO/IEC 10036

も存在するが、利用についての具体的な規定
はなく実用段階には至っていない。一方で多
漢字環境の実現を阻害する要因として漢字
フォントはその製作コストが高いこともあ
り財産物として自由利用に対する制限が課
せられやすいことが挙げられる。その結果、
現状では各ユーザー・機関が独自に外字集合
としてのデータを保持するにとどまってお
り、散在している漢字情報を網羅し、ユーザ
ーが自由に活用できる実用的な多漢字環境
の実現が求められている。 

 

２．研究の目的 

 研究代表者は明朝体漢字字形について、そ
の字形を維持したまま極度に単純化するデ
ータ形式の研究を過去に行ってきた。具体的

には漢字の筆画を始点・終点といった位置座
標情報と、筆画の種別・端部形状の集合で表
現するモデルを考案した。さらに他の漢字部
品の組み合わせによる字形表現も可能とす
るため、漢字字形を非常に少ないデータ量で
記述することが可能となるだけでなく、グラ
フィックデザインに習熟していない一般の
利用者にも漢字字形を自分で平易に作成す
る仕組みを実現した。この仕組みと近年注目
を浴びているWeb技術であるWikiを組み合
わせ、インターネット上に誰もが扱うことの
できる文字データベースの構築を行った。漢
字字形の多くは部品の組み合わせでできて
いること、および多くの異体字は元となる文
字を少し変化させることで実現できるため、
既存の漢字部品を操作して平易に新たな漢
字字形レコードを作成できることが実証さ
れた。データベース運用開始時には外部資金
（科学研究費補助金・研究公開促進費および
花園大学学術フロンティア推進事業）により
制作されたデータを中心とする 7,000 レコー
ドであったものが、2 年間の運用において利
用者の多数の登録により 10 万レコードを越
えるものとなった。この成果は国際文字コー
ド規格に準拠した日本最大の漢字フリーフ
ォント「花園フォント」として公開され、複
数の Linux OS でパッケージとして採用され
ている。 

 現状でデータベースに登録されている漢
字字形の多くは国際標準文字コードに収録
される 7 万漢字の一部であり、実際に漢字情
報を扱う研究者や実務者・機関が個々に保持
する外字集合を網羅するには至っていない。
またデータベースのフロントエンドの英語
化がほぼ完了しているにもかかわらず、利用
者の多くが日本人にとどまっている。その大
きな理由はデータベースの認知度が低いこ
とが考えられる。そこで登録されている字形
を実際に Web ドキュメントで活用できるこ
とを実証し、さらにデータベースの操作性を
平易なものに改良するほか、日本国内外の多
くの漢字字形を収集することで実用的なデ
ータベースであることをアピールし利用の
増加を促すことで、新たな漢字字形が登録さ
れさらに実用的なデータベースになるとい
う相乗効果を考えた。 

 

３．研究の方法 

（１）日本国内外の漢字字形資料の効率的な
収集・登録 
 ISO/IEC 10646規格収録漢字を中心に、東
アジア圏の漢字資料に見られる漢字の収集
と字形データ登録を行う。あらゆる漢字字形
データを蓄積・提供することは、東洋学研究
者にとどまらず、日本語・漢字学習における
デジタル教材作成や、人名・地名表記におけ
る異体字処理において恩恵を与えるもので



 

 

あり、ひいては日本学・漢字文化の発展に寄
与するものである。 
 
（２）登録データの活用環境の実証 
 本研究で扱う漢字字形データベースが実
用的であることを実証する目的で文字コー
ド外ゲタ文字（〓）を本来の漢字字形で表示
するための機能拡張と検証を行う。具体的に
は Webページの記述方法である HTML・CSSの
標準化において新たに採用されたネットワ
ークフォントを利用し、漢字字形データベー
スに登録されたコード外字の集合をフォン
トとして目録・テキストデータベースから呼
び出せるように拡張する。 
 
（３）登録データを利用したデザイン支援機
構の構築およびデータの整備 
 漢字字形データベースにはすでに 10万レ
コード以上の漢字字形データが収録されて
いる。このうち 5万字弱については ISO/IEC 
10646規格の収録字である。この収録字デー
タについて、漢字データベースプロジェクト
が公開している漢字字形構造データとつき
合わせることにより、どの漢字部品がどの位
置にどの大きさで配置されているかを機械
的に計算可能である。この情報を元にそれぞ
れの部品の位置・大きさの特性を数値化する
ことで、その部品を利用して新たに漢字字形
を登録する際に、推定値によってデザインし
たものを提示しユーザーが微修正する形に
拡張する。そのためにこの種のデータをデー
タベースから容易に取得できるように機能
を拡張する。また、異体字が代表字と比較し
てどの部分に差異があるかといった異化デ
ータの整備を行い、将来的にコンピュータで
異体字を容易に利用できる環境が整った以
降、利用者が混乱せずに異体字を選択できる
機構の基盤となるデータの整備を行う。 
 
（４）データベースの運用と成果の公表・利
用の促進 
 当データベースの成果を広く公表するこ
とにより、多くの利用を促し、また不足する
文字種の追加登録が望めることとなる。多く
の文字種が登録されればさらに有用なデー
タベースに成長する。この良い循環を促すた
めに、データベースを安定的に運用し、また
外部への積極的な広報を行う。 
 
４．研究成果 
（１）日本国内外の漢字字形資料の効率的な
収集・登録 

研究費による作業および、ボランティアの
人員による作業により次のような大量の漢
字字形データの収集とデータ登録を行った。
①ISO/IEC 10646 規格、CJK 統合漢字拡張 B
集合（42,711 字）②Unicode 標準、IVD 集合

（2010-11-14登録分）（18,842字）この①②
により、ISO/IEC 10646 規格および Unicode
標準で規定される全漢字（75,619漢字および
18,842異体字）を完全に収録することとなっ
た。③和製漢字の辞典（国字収集データベー
ス）（字形不明の 2字を除く 2,749字）④『国
字の辞典』（飛田良文、菅原義三、東京堂出
版、平成 2年）（1,556字）⑤住民基本台帳ネ
ットワーク統一文字、漢字部分（19,432字）
⑥法務省戸籍統一文字（現収録 54,333 字）
⑦住基（住民基本台帳ネットワーク）コード
（現収録 21,042 字）⑧登記文字（登記簿使
用文字）（現収録 3,314 字）⑨『中華字海』
収録漢字のうち異体字（現収録 11,935 字）
⑩「台湾教育部異体字字典」（現収録 2,384
字）⑪『古壮字字典』（現収録 1,600 字）⑫
『東皋琴譜』（現収録 884字）。以上を含め現
収録字形数は 313,260字となった。研究開始
時点（2010 年 4 月 1 日）からの増加は 19 万
5千字強となった。 
 

（２）登録データの活用環境の実証 
 データベースに登録した漢字字形を Webド
キュメントから動的に呼び出し、表示するた
めの機能を構築した。具体的には CSSの標準
化において新たに採用された Webフォント機
構を利用する。Web 公開者は任意の符号位置
に任意の漢字字形を割り当てたドキュメン
トを作成・公開できる。また、すでに公開し
ているドキュメントに含まれるゲタ（〓）情
報を、対応付けされた漢字字形に置き換える
外字フィルター機能を構築した。これらの機
能を活用することで、様々な漢字・異体字を
含む Web ドキュメントを容易に公開できる。
実際に登録されている漢字グリフを Webフォ
ントを活用することで外部の学術データベ
ースの外字処理として利用するための実証
実験が完了した。 
 
（３）登録データを利用したデザイン支援機
構の構築およびデータの整備 
 データベースに登録されたデータのデザ
イン情報を分析し、新たな漢字字形を計算に
よってデザイン支援する機構の研究につい
て、そのインターフェースとなる漢字字形デ
ータの取得機構の整備と、内部データを実際
の漢字字形に展開するためのプログラムの
整備を行った。これらはすべてオープンデー
タ・オープンソースとして公開した。また漢
字字形データベースに登録されているデー
タを活用して機械的に漢字字形を生成する
プログラムのプロトタイプが完成した。この
ほかに、異体字関係にある 2つの漢字字形の
どこに差異があるかを記述するためのメタ
情報を「漢字異体化データベース」としてま
とめた。 
 



 

 

（４）データベースの運用と成果の公表・利
用の促進 
 データベースについて運用開始から 5年を
経て安定運用に至ることができた。また国内
外の学会やメディア（特にインターネット上
のコミュニティ）において当データベースに
ついて発表・公表することで多くの利用者を
導くことができた。データベースのユーザー
インターフェースについては韓国語のテキ
ストデータの準備が完了した。登録されてい
る漢字字形データを利用して ISO/IEC 10646
規格および Unicode 標準で規定される全漢
字・異体字を収録する全世界で唯一となるフ
リー漢字フォント「花園フォント（花園明
朝）」を公開した。 
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グリフウィキを活用したウェブフォント 
http://fonts.jp/webfont/ 
花園フォント http://fonts.jp/hanazono/ 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 

 上地 宏一（KAMICHI KOICHI） 

大東文化大学・外国語学部・講師 

 研究者番号：２０４６８７２１ 
 
 


